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淀川部会中間とりまとめの方針（案）

�淀川作業部会で議論した、淀川部会としての中間とりまとめの方針（案）は以下のとおり。

目次構成

個々の具体的
事業への言及

多様な意見の
取り扱い

委員会自体の
推進プロセス

流域の捉え方

上記方針のもとに、桝屋部会長代理の目次構成案に作業部会委員の意見を加
えて整理したものを、次回の作業部会でもむこととする。

・部会間で、中間とりまとめの目次構成を統一すべきである。
・少なくとも琵琶湖部会とは目次構成の整合をとる方向で調整する。

・中間とりまとめでは、個々の具体的事業の是非には言及しない。
・「こういう事業はこういう方向性で進めるべきだ」という方向性／視点を記述する。

・部会での多様な意見を明記して残すべきである。
・意見については必ずしも一本化せず、併記も可能とする。

・委員会での提言内容を河川整備計画に正しく反映させるために、今後のこの委員会の
推進プロセスを担保する仕組み（チェック機関の設置等）をもつべきである。

・淀川は琵琶湖と直結しており、切り離しては考えられない。
・木津川／宇治川／桂川／淀川本川のそれぞれについて特性・課題等を明示する。

基本方針
・基本方針は従来の議論に異論はない。まず「治水」「利水」「環境」について基本方針を
示し、その上で各河川について述べる。琵琶湖との関係をしっかり述べる。
・部会の中間とりまとめ素案は主張のメリハリの効いたものとする。
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中間とりまとめ 目次案

中間とりまとめにあたって

１ 理念・宣言

２ 基本的なスタンス

３ 整備計画の視点と基本的な考え方

以上は委員会

以下について部会でまとめる。

４ 淀川水系流域委員会淀川部会の現状と課題

４－１ 淀川水系流域委員会淀川部会で取り扱う範囲

４－２ 淀川のそれぞれの水系における現状と課題（木津川
／瀬田川・宇治川／桂川／淀川本川）

５ 整備計画策定の方向性

５－１ 治水・防災

（１）洪水

（２）高潮

（３）地震・津波

（４）土砂災害

５－２ 利水・利用

（１）利水

（２）水域利用

（３）河川空間の利用

５－３ 環境

（１）水質・水量

（２）動植物など生態系の保全、水源涵養

（３）自然景観

（４）河川形状のあり方等

６ 計画・整備の進め方
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淀川の現状認識・問題点

�全体的、共通的課題：

●堤防直近の宅地化が急激に進んだ
●堤防の強度は脆弱であり、破提による水害の危険がある。
●上流部に依然として堤防未整備区間（堤防がない、高さが不十分等）がある。
●狭窄部における上下流問題を抱えている。（桂川保津峡、木津川岩倉峡）
●氾濫時に下流都市部の地下街への浸水の危険がある。
●河川の改修、改善に関する制約が多い（用地確保難、ダムの適地が少ない）

治水面での問題

●水需要予測の論拠が不明確である
●事業者の要望を積み上げている
●節水行動、節水技術を想定していない

利水面での問題

●河道掘削・河川形状固定により、低水路と高水敷に完全に分離・固定され、自然に変動する水際・水辺が減少し、
淀川固有の生態系が失われつつある。
●依然として水質が悪い。
●河川敷のゴルフ場、運動場等の利用が進み、河川としての自然が失われている。
●河川内の縦方向が不連続（堰等で分断されている）であり、魚類・水棲動物の上流への遡上が阻まれている。

社会 の社会面での問問題

環境面での問題

●泳げない、遊べない。
●不法占有、不法耕作
●河川敷の人工的利用が進展

利用面での問題

●経済性に考慮した不要な公共事業の抑制
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空間利用の考え方

�河川空間利用の考え方は以下のとおり。

基本方針

川本来の機能を発揮す
る状態に戻す。

●グランド、ゴルフ場は提内地に確保するよう努力する。
●河川敷を①保全区域、②自然に親しむ区域（ある程度手を入
れる）、③生態環境の復元、にゾーニングして管理する。
●河川敷の独占的使用を制限する。
●グランドは自然公園に変換し、保全地域と自然と親しむ場と
する）

河川敷利用

・水の流れが創り出す環境を生
かさないとできないことを川です
る。
・人のことに関しては代替が可能
である。

●河畔林を復活させ、地域住民が自然と親しむ場とする。（か
つての文禄堤）

河畔林

●泳げ、遊べる川を目指す
●水上バイク
・自由使用の原則があるが法改正の要望もある。
・ゾーニング（上水道の取水口は避ける、淀川大堰より下流に）
・利用団体との協議
●舟運・災害時対応、建材等の物流手段
・観光であれば河口～平等院くらいまでとする。
●漁業・遊魚
・本来の生態系の機能を高め、川の恵みを未来に伝えていくこ
とを基本に、漁業・遊魚の振興や開発事業に伴う保障を行う

水面利用
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整備計画推進の考え方（河川レンジャーの創設）

�ソフト的治水対策の一環として、河川の管理の担い手として「河川レンジャー」体制構築を提唱する。

河川レンジャー
毎日、川を見て、
川を守る川の味方

水防団組織と連携し、流域住民自らによるソフト治
水対策を推進する。河川流域のコミュニティ形成・
河川学習の核の一つとなる。

(1)水防支援
(2)環境監視（水質、生態系、安全）、調査支援（水
質サンプルの採取等）
(3)川に学ぶ指導者
(4)行政、住民との仲介的役割、インタープリータ

地域の若者、
第１線をリタイアした人
NPO等

一定の研修を経て、資格として認定し、権限を付与
する。
給与・控除・社会的名誉等のメリットを与える。
基金・保険制度を拡充する。

目的

役割

対象例

資格・制度
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計画策定にあたっての留意点

�住民意見の反映

�地域の歴史、文化的特性の反映

�事業の進め方

�維持管理まで含めた整備のあり方の検討
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整備計画の推進について

（１）情報の共有とパートナーシップ

流域住民が主体となった調査

（２）流域管理のあり方

�流域センター

�河川レンジャー

�流域管理委員会

（３）実施結果のフォローアップ、見直しと順応的管理

�進捗のチェックリストづくり

（４）河川に関する意識改革、教育の在り方

�川に学ぶ


